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　令和７年度当初予算は、市長戦略（2023～2025
年度）の最終年度となるため、市長戦略の完成と更
なる発展を目指し編成しました。市長戦略の５つの
施策の柱に沿って、令和７年度の主な事業を紹介し
ます。

事業名 事業費
（万円）

工業用地等開発可能性基本調査事業 1,100
道の駅整備事業 1,357

学校再編事業（東中移転のための向田小
改修工事実施設計） 5,558

スペシャルサポートルーム事業 1,884
部活動地域移行・地域連携推進事業 608

戦略推進課　995-1804

●｢賑わいの場の創
出」「道路休憩の
場の創出」「富士
山と富士山の恵み
をＰＲする場の創
出」を目的とする道の駅を整備するため、基本計
画の策定を行います。

●令和10年４月から
向田小学校を東中学
校に転用することを
目的として、昨年度
の基本設計に引き続
き、実施設計を行います。

●登校できるが教室へ
入ることが困難な児
童生徒などを対象に
学校内で支援する校
内教育支援センター
(スペシャルサポー
トルーム）の専属支援員を３人から５人に拡充す
ることで「誰一人取り残されない学びの保障」を
目指します。

事業名 事業費
（万円）

せせらぎ児童公園周辺整備事業 2,900
裾野駅西土地区画整理事業 117,468

都市計画道路平松深良線（稲荷工区)
整備事業 44,729

公共交通維持・確保事業 1,800

●せせらぎ児童公園の拡張に伴い公園利用者の安全
を確保するため、隣接する市道2-20号線の改築
を行います。

●市の中心地区にふさわ
しいまちづくりを目指
し、都市機能や交通機
能の増進を図るため、
裾野駅西口周辺の建物
移転と工事を推進します。また、賑わい拠点の創
出に向けた宅地や道路の整備を推進します。

●市内の交通渋滞の緩和
や歩行者の安全確保な
ど道路環境改善と利便
性の向上、沿道周辺の
土地利用を図るため、
平松深良線の未整備区間である稲荷工区を整備し
ます。令和７年度は道路用地の取得を推進します。

●市民の移動手段として必要な公共交通機関の維
持・確保を図るため、市内を走る路線バスの運行
経費の一部に対し、補助を
実施します。

人口と立地企業数の増加1 市民の抱える不安の解消2
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事業名 事業費
（万円）

こども医療費無償化事業 28,236
認定こども園化改修事業 5,406

こども家庭センターサポート事業及び
環境整備事業 545

学校給食費等の負担軽減事業 2,577
避難所環境改善事業 693

●子どもたちの健やかな成長
と子育て世帯への負担軽減
や支援強化を図るため、
10月１日㈬から高校生年
代までのこども医療費を完
全無償化します。

●富岡地区、深良地区に
令和８年４月１日㈬に
開園する認定こども園
化のため、富岡保育園、
深良保育園の園舎を改
修して、寄附金などを
活用し両園の遊具整備を行い、教育・保育の環境
を向上させます。

●小中学校、市立保育園、
私立保育施設、私立幼
稚園の給食について、
物価高騰に左右されず
に質・量を維持し、子
育て世帯の負担を軽減
します。

●避難所となる学校体育
館などの避難時の環境
改善のため、大型冷風
機や備蓄飲食料、携帯
トイレの整備を進めま
す。

事業名 事業費
（万円）

新廃棄物処理施設整備事業 （候補地選定） 1,210
一般廃棄物最終処分場施設維持管理事業 41,133

新学校給食センター整備事業（民間活力
導入可能性調査） 972

ヘルシーパーク裾野劣化状況調査事業 340

●美化センターに代わる新たな一般廃棄物処理施設
の整備に向け、最適な事業手法を比較検討するた
め、建設候補地の選定を進めます。

●一般廃棄物最終処分場
の安定的な運営やコス
ト削減を目的として、
現在借地となっている
用地を購入します。

●令和13年度の夏休み
明けに予定している新
学校給食センターの開
設に向けて事業方式を
比較検討し、最適な事
業方式を選定するための調査を行います。

●５つ目の柱である「組織の生産性向上」について
は、組織改編を行います。
●｢日本一の子育て環境」の提供を目指して「子育
て部」を新設します。●企業誘致と基盤整備を戦
略的に行うため、都市計画課を市長戦略部に移管
します。●市の魅力発信や市長のトップセールス
を分野横断的な視点で戦略的に実施するため「秘
書広報課」を設置します。●個人版ふるさと納税
業務と企業へのプロモーションを連動させ、一元
化するため、ふるさと納税強化対策室を渉外課へ
移管します。

市民満足度のさらなる向上3 財政健全化の実現4

組織の生産性向上5

※事業費は万円未満切り捨てです。戦略から実動へ
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